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REPORT
村道の除排雪対策と
凍上災害を調査

産 業 建 設

公の施設使用料の減免制度と
中･長期財政見通しを調査

総 務

●滝沢村土地利用計画について ●スクールガードについて
●障害者自立支援について

●契約制度のあり方について

　12年４月１日に地方分権一括
法の施行により、これまで議会の審
議対象にならなかった行政事務の
約４割を占める機関委任事務制度
が廃止され、地方議会の果たす役
割が大きく広がり、その責任も大き
くなってきた。
　こうした状況を踏まえ、議会とし
ていかに住民に理解・支持される
活動を展開していくべきかをテー
マに、１３年度から様々な議会活性
化策を検討し、一般質問の一問一
答方式や会派制度、政務調査費の
導入、法定以外の各種審議会等へ
の委員派遣の廃止などを実施して
きた。
　特に議会と住民が村政における
課題や政策の形成・決定の過程の
情報を公開・共有し、議員は、住民
に対し説明責任を果たすことが重
要になってきている。
このように、議会が直面する諸課
題に対処するため、引き続き議会
改革や議会活性化といった取組み
が極めて重要であるとの考えから
「本会議、委員会における質問･質
疑･答弁の明確化の基準（案）」につ
いて協議を実施してきた。
　今後この基準の制定など、より
住民にわかりやすい議会をつくり
あげていくことが必要である。

●公の施設使用料の減免制度について
　減免制度は、適正な受益者負担
と、村民負担の公平性を確保する
制度です。
　移行期間は23年度までとし、
24年度からの本格実施を目指し
ています。
　これにより、施設管理の統一化
が図られ、コスト意識の点では有
効な手段である。
　一方、団体等の負担が増え、活動
に支障が出ることも予想されるの
で、関係団体に十分周知し、必要に
応じて団体に対する助成制度の充
実などが望まれる。
●中･長期財政見通しについて
　村の財政状況は、大型の普通建
設事業が一段落したことや歳出削
減を行ったことにより、どの財政指
標を見ても均衡ある財政運営が図
られている。
　しかし、今後は、地方交付税が新
型交付税に移行するとしているも
のの、具体的な内容が示されてお
らず先行き不透明な状況にある。
　国の税収は、大手企業の業績好
調を繁栄して当初をはるかに超え
る見込みであるが、地方にはそうし
た実感はなく、依然として厳しい状
況にある。
　今回示された中期財政見通し
は、１７年度に策定した第５次総合
計画をベースにしているので、その
目標達成はもちろんのことである
が、さらに、健全財政を堅持しつつ
も住民福祉の向上に必要な普通建
設事業への投資は必要であると思
われる。

常 任 委 員 会 の 調 査 活 動 （12月議会報告）
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●村道の除排雪対策について
　18年度から除雪対策連絡協議
会の発足や自治会との意見交換を
実施している。この除雪に対する
意見交換での要望や苦情を分析し
適切に判断しながら除雪を実施す
ることが必要である。
　今後、限られた予算を効率的に
かつ多くの住民の意見が反映でき
る取り組みを講じることが必要で
ある。
　また、私道の除雪や独居老人、高
齢者世帯に対する福祉除雪など総
合的な対策も重要であると考える。
●凍上災害について

　17年度の凍上災害での、公共土
木災害復旧事業費（国庫負担）の査
定率が97.21％、採択額で約9億
1,900万円（73箇所、延長43.8ｋ
ｍ）となった。
　この非常に高い査定率となった
要因の一つとして、担当部局の緻
密な調査、報告等によると考えられ
評価するものである。
　今回の災害復旧工事は3年間
を要し、全村道の一部ではあるが
43.8ｋｍが補修されることとな
り、今後においても補助事業の活
用等、優先順位をつけながら効率
的な村道の補修並びに改修が必要
であると考える。

議 会 運 営

議会活性化について
調査
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復旧が完了した村道（大沢地内）


